
事業費

21,166千円

充当額

21,165千円

三木町の文化・交流拠点である三
木町文化交流プラザ メタ・ホール
(大ホール)に、音楽を志す者なら
誰もがあこがれる『神々の楽器・
スタインウェイピアノ』を導入し
ました。

一流の音色を子どもたちに届けたい～スタインウェイピアノ導入～

事業費

1,628千円

充当額

1,628千円

レアシュガースウィート（希少
糖含有シロップ）を選んだ人の
寄附金総額の1/2を町が香川大学
へ寄附し、両者が連携して地方
創生・教育研究・健康づくりな
どを進める経費とさせていただ
きました。

国立大学法人香川大学との包括的連携

「三木町ふるさと思いやり寄附金」活用事業（平成29年度版）

三木町ふれあいふるさと基金の設置管理及び処分に関する条例に基づき、「三木町ふ
れあいふるさと基金」に積立てた寄附金（～平成30年3月）につきましては、寄附して
いただいた方の意向を踏まえ、以下の重点取組事業の財源として活用させていただきま
した。

充当総額：748,625千円

事業費

724,481千円

充当額

724,381千円

本事業は、本町における地方創生の起爆
剤となる事業であり、全国から頂いた寄
附金全てに共通する、本町への地方創
生・地域振興の一部へと活用させていた
だきました。

ふれあいふるさと事業～三木町まち・ひと・しごと創生～

事業費

1,451千円

充当額

1,451千円

児童生徒に読書の習慣を身に付け
てもらうことを目的とし、子ども
自身が学校図書を選ぶプロジェク
トを実施しました。
本プロジェクトに係る図書購入費
に寄附金を活用させていただきま
した。

私たちが選ぶ学校の本プロジェクト



「三木町ふるさと思いやり寄附金」活用に係る
事業区分ごとの寄附金の積立額

寄附金については、寄附していただいた方の意向を踏まえ、重点取組事業の財源として
活用させていただいております。今後、それぞれの事業区分ごとに活用できる額は次の
とおりです。

平成30年3月31日現在

参考

三木町ふるさと思いやり寄附条例
第1条 この条例は、三木町を愛し、応援しようとする個人又は団体から広く寄附を行う者(以下「寄
附者」という。)を募り、その寄附金を財源として寄附者の意向を反映させた各種事業を行うことに
よって、個性豊かで活力あるまちづくりに資することを目的とする。
第2条 前条に規定する寄附者の意向を反映させた各種事業を具体化するための事業区分は、次の各号
に掲げるとおりとする。
(1) 自然環境及び地域景観の保全並びに活用に関する事業
(2) 少子高齢化対策に関する事業
(3) 教育環境整備及び青少年の健全育成に関する事業
(4) 安心・安全で住みよいまちづくりに関する事業
(5) スポーツ、芸術及び文化の振興に関する事業
(6) 観光資源の開発及び伝統行事の伝承に関する事業
(7) 農山村振興対策に関する事業
(8) その他目的達成のために町長が必要と認める事業

51,386千円(1) 自然環境及び地域景観の保全並びに活用に関する事業

303,040千円(2) 少子高齢化対策に関する事業

64,275千円(3) 教育環境整備及び青少年の健全育成に関する事業

21,739千円(4) 安心・安全で住みよいまちづくりに関する事業

27,869千円(5) スポーツ、芸術及び文化の振興に関する事業

17,805千円(6) 観光資源の開発及び伝統行事の伝承に関する事業

21,301千円(7) 農山村振興対策に関する事業

310,706千円(8) その他目的達成のために町長が必要と認める事業


